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言

ノ 覧

入ルヤ、各地 二此種學校 ノ設置セラル ・二至 リ

現今十指二絵ルニ至ツタ。

沼津市二於7ハ 、昭和4年6月 、東海 ノ景勝地

千本松原 ノ東端 ノ海濱 二、常設林間學校 ヲ設置

シ、 市内第1、 第2國 民學校長管理 ノ下二、雨

校初等科3、4爾 學年見童中 ヨリ盧弱見童 ヲ選

抜牧容 シテ養護教育 ヲ行ツテヰル。

余ハ、偶、同校 ノ委囑 ヲ受 ケ、之等盧弱見童二

就 キ結核 ヲ圭 トスル検診 ノ機會 ヲ得 タノデ、其

ノ成績 ヲ報告 シ、併 セテ養護學校纒學 二關 スル
ノ

私見ヲ述べ先進 ノ叱正ヲ仰 グ次第デアル.

ヲ

検診ノ封象拉ビニ其ノ方法

沼津市林間學校見童163名xSt4テ 、昭和18年

1月 中旬、「ツベルクリン」皮内反鷹(以 下輩 二

「ツ」反磨 ト略ス)赤血球沈降速度測定 似 下輩二

赤沈 ト略ス)、胸部X線 撮影 ヲ圭 トスル検診 ヲ

施 行 シタ。

「ヅ」反 慮 剣 定 標 準 ハ
、 凡 テ 國民 髄 力 法 ノ規 定 二

準 篠 シ、 赤 血 球 沈 降 速 度 ハWestergren氏 法 ニ

ヨ リ12C。 ノ室 温 中 ニ テ其1時 間 値 ヲ測 定 シタ
。

胸 部X線 検 査 ハ、 螢 光 懲 撮 影 法 ヲ圭 トシテ、 疑

ハ シキ所 見 ヲ認 メ タル モ ノハ 四切rフ イル ム 「ノ
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大撮影ヲ行 ヒ、診断 ヲ確定 シタ。

被検見童ハ、沼津市第1及 ビ第2國 民學校在籍

評

鬼 童 デ、 學 校 馨 カ ラ塵 弱見 童 トシテ選抜 セ ラ レ
…

タ モ ノ デ ア ル 。

第3章 検 診 成 績

第1節 結 核 戚染 率

「ツ」反 鷹 陽性 牽(第1)表 ヲ 観 ル ニs被 検 見 童

163名 二 封 シ、 「ツJ反 慮 陽 性 人 員37名 即 チ、

22.70±3、28%デ ァル。

虚弱 見 童 ノ「ツ」反磨 陽性 率 二就 イテ、 新 井 ωハ

東 京 市 盧 弱 見 童 デ47.7%、 西 堀 、賀 川{Utハ 大連
お

市 デ31.8%、 新 井{3}ハ 叉 東 京 市 ニ テ42,1%、

金 井 ・清 水(4}ハ 札 幌 市 デ33.7%、 藤 井(5)ハ 東 京
き

市薔市域 デ35.9%等 ノ成績 ヲ報告 シテヰルガ、

本校虚弱見童 ノ結核感染牽ハ夫等二比較 シテ遙

カニ低牽 デアル。

而 シテ、之 ヲ余(6}ガ施行 シタ沼津市第1、 第2、

第4各 國民學校見童 ノ「ツ」反鷹陽性率 ト比較

'第1表

(第2表 〉ス ル ニ、 稽 篭高 率 ヲ示 ス ニ過 ギ ナ イ。

由是 、 本 校 盧弱 見 童 ハ、 結 核 感染 二關 スル限 リ

全 國的 二観 テ、 其 感染 率 ハ低 イ ノ ミナ ラズ、 招

津 市 た 一般 國民 學 校 見 童 ノ夫 二比 シテ モ大 ナル

懸隔 ヲ認 メ ズ、全 員 ノ`ソk強 ハ 結 核 未感 染 學 童

デ アル ト謂 ヒ得 ル ノデ ア ル。

野 津(71ハ、 東 京都 京橋 匠 内 小學 校 二於 テ受持 教

師 ガ盧 弱 ト認 メ タ611名 中 警學 的 二盧弱 ト認 メ

タ356名=llNシ 「ツ」反 鷹 陽性 者150名 デ、 盧 弱

見 童 必 シモ結 核見 童 デハ ナ イ ト謂 ツ テ ヰル ガ、

沼 津 林 間學 校 ノ盧弱 見 童 ハ其 ノ大部 分 ガ結 核 見

童デノ・ナ停 實ノ・勤 意外}ス ル所 デアノ%

林 間學校學級別「ツ」陽性率

學 級,被 検 人員 十 ±,

3年
…

蓼,

星 組 、

禮 組i

47 9(19.15±5.730) 0

解

38(δ0.85±5.730)

38
5

5(13.16±5.483)

騨

1(2.蕊 ±2.595)
齢

3£(84.21±5.770)

計 85 14(16。47±4.020) 1r1.17±1.170) 70(82.35±4.135.

4 年 星 組i 39 15(38.46±7。789) 1(2。56±2,560) 23(58。97±7.856)

,, 禮 組, 39 1{
暇 一

8(20.51±6.465)
_一

0 31(79.49±6.464)

計
{_

計

78 i 23(29.50±1。750) 1(1.28±1.272) 54(69。22±5.226)

虚合 163
…

37(22.70±3。282) 2(1.23±G.864) 124(76.13+3.339)
'

第2表 「ッ」反慮陽性 率 ノ比較

學 一年

學 校弊 一}一 暫

沼津 市 林 間學校1

3年14年
塾 ノ

全 校 卒 均
一一

16.47±4.020%29.50±1.750%
--　 }一_

警 甦鷹 一
}… 一

_廻 第1國 民 學 校16・61±2・189%19・30±2・37%
.04±0.923%

同 第2國 民學校i16。 お ±2.堅 』24.41±2.943% 20.63±1.038% 一
同 第4國 民 學 校i12。66±2。199%15.59±2。321% 22.82±0.824%

第2節 赤血球沈降速度成績

被 検 人 員151名(採 血 不 能 ノモ ノヲ除 ク)ノ 赤 沈

値(1時 間)ノ 分 布(第3表)ヲ 観 ル ニ、1-10mm

ノ範 園 ヲ示 ス モ ノハ、 被 検 全 員 ノ70%強 デ ァ

ツ テ、 之7余{§ 稗 ガ 所 謂 健 康 學 童 二就 イ テ夫 々

56・8%、65・6% 、59、9%等 ノ成 績 ト比 較 ス レバ

測 定 時 ノ外 氣 温 ノ差 異 ヲ考 慮 二入 レテ モ、 却 ツ

テ正 常値 ヲ示 スモ ノガ所 謂 健 康 兜童 ノ夫 レ ヨ リ

モ多 イ結 果 ヲ得 タ.
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b?反 慮 ト赤 沈(第3表 〉トハ特 殊 ノ關 係 ヲ認 メ

ヌ コ トハ 余 ガ既 二屡 ζ指 摘 スル トコ ロデ アル。

林 間 學 校 見 童 赤 沈1時 間値 ハM±m=10.71±
ノ

0.684mmデ ア ル ガ、 余 ガ襲 二 行 ツ タ所 謂健 康

學 童 ニ ツ キ、A校 、16.90±O.443mm,B校,

11.20±0.135mmE.F校 、12。42±0.235mm

二比 較 シテ僅 カ ニ低 イ値 ヲ示 シテ ヰ ル。

河 盛 ・中谷 鋤 等 ハ 大 阪 市學 童 ニ ツ イ テ赤 沈1時

間 値1-10mmノ モ ノ、 男 子 全 員 ノ66.5%、 女

子45.5%二 之 ヲ認 メ、木 村 ・合 田 ・金 井1恥 、ドツ」

反 磨 陽 性 ニ シ テ、 検 診 需 二於 テ必 要 ト認 メ タ モ

ノ5546名 ノ赤 沈検 査 デ、1時 間 値10mm以 下,

ノモ ノ全 員 ノ56.4%デ ア ル ト報告 シテ ヰ ル。

金 井 ・笠 井 ㈹ 《 「ツ」陽 性 見170名 デ 赤 沈1時 間

8mm以 下 ノモ ノ28。2%デ アル ト謂 ヒ、 清 水 ・

笠 井 翰 ハ函 舘 市 虚 弱 、見童 中 「ヅ」反 慮 陽 性390名1

中370名 ノ 赤 沈 ヲ検 ゴ10mm以 下 ノ モ ノハ 全

t

員 ノ44・3%デ アツ タ ト謂 フ。

鈴 木c15}ハ 島根 縣 盧 弱 見 童27名 ノ 赤 沈 中 等 値 ニ

ツ キ10mm以 下 ノモ ノ12名(40.74%)デ アル

ト謂 ツ テヰ ル ガ、 要 之、 之 等 諸 氏 ノ報 告 成績 、

余 ノ所 謂 健 康 學 童 二就 イ テ施 行 シ タ赤 沈 値 ト比

較 シテ、 沼 津 林 間 學 校 見 童 ノ夫 レハ何 等 遜 色 ヲ

認 メザ ル ノ ミカ寧 ロ之 等 二優 ル成 績 ヲ示 シテヰ

ノレρ

第3表 赤沈 ト「ツj反磨 トノ關係

訣 十 一 ㌧ 計 夢

レ10翻.瓢124(70ゆ5%) 82(71、93%) 106(70.19%)
簡一

11--20憩m4(11.76%) 22(19。29%) 26(17.72%〉
一 量

21-30短 斑 3(8.83%) 9(7.88%)
一 一一一 一 閑　

4(2.90%)

12(7.94%)

31→

一}一 『

3(8.83%) 7(4.15%)』
計

}　 一 一

34(100%)
,　 一 一 判判 一一

13.53十2.083

117(100%) 151(100%)

M±m 9.96±0.619

}-
10.71±0.684

第3節X線 槍査成績

胸 部X線 所 見(第4表)ヲ 観 ル ニ、 新 鮮 初期 墜 化

群1例(0、61%)、 胸 内 腺 腫 脹6例(3.69%)、 肺

門 周 園 浸 潤1例(0.61%)デ ァル。

之 等 結 核 姓 病 攣 ヲ 認 メ タモ ノ8例(被 検 全 員 二

i封 シ4.90%)ノ 、、 沼津 第1校 ノ16例(0.89%)、

第2校 ノ6例(0。40%)、 第4校 ノ15例(0.58%)

二比 シ{6)、 高 奉 デ ハ アル ガ、 他 校 ハ 「ツ」陽 性 人

員 ノ ミヲ撮 影 シ モ ノ デ之 ヲ以 テ直 チニ比 較 スル

コ トハ 出來 ナ イ。

盧 弱 見 童 胸 部X線 所 見 二就 イ テ、 佐 藤 岡 ハ、 東

京都 虚 弱 兜童 二於 テ、187名 中、99.69%二 肺 門

腺 腫 脹 又 ハ 肺 野 浸 潤 等 ノ病 鍵 ヲ認 メ猶32.09%

二活動 性 結 核 ヲ謹 明 シ タ.

新 井{s}ハ 東 京 都 盧 弱 見 童249名 中85名 イX線

検 査 ヲ行 ヒ,肺 野 浸 潤12名(4。8%)、 肺 門 淋 巴

腺 腫 脹40名(16%〉 、 初 期 攣 化i群28名(11.2%)

肋 膜 癒 著30名(12.O%)ヲ 認 メ、 同氏{3}ハ 東 京

都 小 石 川 麗 盧 弱 見 童105名 二X線 検 査 ヲ ナ シ53

名150.4%♪ 二病 的 陰 影 トシテ、 石 灰 化竈10名

(9.5%)、 肺 門 部 淋 巴腺 腫 脹18名(17.1%)、 肺

野浸 潤14名(13.3%)'ヲ 認 メ タ。

小 野 ・島 〈17>ハ札 幌 市12小 學 校 見 童 中 、 腺 病 質 ト

認 メ ラル ル158名 ノX線 検 査 ノ結 果 、32.多%ハ

結 核 性 病 攣 ヲ有 シ、 其 圭 ナ ル モ ノハ、 初 期 攣 化

群8.2%、 肺 門 部淋 巴 腺 腫 脹12.O%、 肺 野 浸潤

8・9%ヲ 認 メ タe

小 野 ・金 井{i8>ハ札 幌 市 盧 弱 見 童724名 中、 初賜

愛 化i群4・2%、 石灰 沈 著17.3%、 肺 門 部 淋 巴腺

腫 脹6・7%、 肺 野浸 潤21。8%二 認 メ タ。

金 井 ・清 水{4)ハ 札 幌 市 盧 弱 見 童1121名 中、 新 鮮

第4表X線 所 見 、

濾 く響]+{±{計
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初期攣化群26例 、陳茜性初期攣化群55例 、計

81例(6。4%)、 肺門結核224例 、肺門腺石灰化

133例 、 計385例(30.7%1、 再感染55例(4.4

%)、 滲出性肋膜炎5例 、癒着性肋膜炎23例 、

計28例(2。3%〉 ヲ認メタ。

佐藤(19)ハ京都市盧弱見童194名 ノX線 像デ、陳

薔性初期攣化i群47名 、非腫瘍型氣管支淋巴腺結

核12名 、第2期 浸潤76名 、石灰化初感染竈2

名、肺内浸潤56名 デアル ト謂 ヒ、鈴木㈹ハ 島

根縣今市町虚弱見童25名 ノX線 像二就キ、滲出

性肺瘍3名 、肺門浸潤1名 、肺門淋巴腺腫脹6

名、肺尖浸潤1名 、滲出性肋膜炎1名 デ、之等
ノ ひ

ハ 全 盧 弱 兇 童 ノ14.5%デ ア ル ト報 告 シ、 清 水 ・

笠 井114)ハ函 舘 市 虚 弱 兜 童 中 「ツ」反慮 陽 性 ノ370

名 ノX線 検 査 ニ テ、 活 動 性 結 核65名(17.5%〉

テ之 ヲ分 類 スvバ 、肺 門腺 結 核35例 、肺 門 浸 潤
の

10例 、滲出性肺瘍6例s初 感染浸潤、 シモン氏

竈、・滲出性肋膜炎各3例 、副氣管淋巴腺結核、

血行性播種各2例 、早期浸潤1例 デアル ト報告

シテヰル。

以上之等諸氏 ノ盧弱見童 ノX線 所見 ト余 ノ林間

學校 ノ夫 レトヲ比較 スレベ 後者二於テ結核性

病攣 ヲ認メルモ ノ遙 カニ少イコトヲ知ル、蓋 シ

盧弱見童 トハ謂へ、結核未感染見童ガ大多撒 ヲ

占ムルニ於テハ當然 ノ聾締 デアル。

第4章 総括拉 ビニ考按

余 ハ、 沼 津 市 林 間學 校 牧容 ノ盧 弱 見 童 ノ検 診 ニ

ヨ ツ テ、 結 核 感 染 牽 ハ 飽 。70±3.28%デ 、 沼 津

市 二於 ケル他 ノ國民 學 校 學 童 ノ夫 レ ト大 ナ ル軒

姪 ヲ認 メ ズ、 赤 沈 反 鷹 、X線 所 見 等 二於 テモ何

等 健 康 見 童 二比 較 シテ差 異 ナ キ ヲ知 ツ タ。

由 是 、 沼 津 市 林 間學 校 盧 弱 見 童 ハ、 結 核 二關 シ

テ ハ其 ノ㌔ 張 ハ未 感 染 學 童 デ アル。

既 二引 用 シタル諸 家 ノ虚 弱 見 童 ノ結 核 感 染牽 ハ

若 干 ノ径 庭 ヲ認 メ ラル ・ガ、 ソ レハ 地 理 的、 環

境 的 條 件 ノ差 異 二依 ル モ ノデ、 夫等 地 方 ノ健 康

學 童 ノ結 核 感 染 牽 トノ比 較 二於 テ、 雨 者 二著 シ

イ差異 ヲ 認 メ ザ ル コ トハ 金 井 ・清 水(4}其 他 ノ既

二指 摘 セ ル所 デ、 余 モ亦此 読 二左祖 スル モ ノデ

テ ル。

御 く虚 弱 見 童 トハ如 何 ナ ル見 童 ノ謂 ヒ デ アル カ

腎 學 上 確 定 的 ノ規 準 ハ ナ ク、 虚弱 児 童 ノ選 定 ハ

受 持 教 員 ノ圭 観 二弓 リ漠 然 ト選 抜 サ レタル モ ノ

禿、 校 讐 ノ診 断 ニ ヨル モ ノ トデ モ質 的 二大 イ ニ

異 ル デ ア ロ ウ。 而 シ テ之 等 虚 弱 鬼 童 ト呼 バ ル ル

モ ノ ヲ大 別 ス レバ 眞 實 疾 病 二依 リ盧 弱 ナ ル モ ノ

ト、 何 等 疾 病 ガ存 在 セザ ル ニ モ拘 ハ ラズ外 観 上

一 見 盧 弱 ナ ル モ ノ トノ2群 二歴 別 シ得 ル ガ、 所

調 盧 弱 鬼 童 ノ大 多 籔 ハ 後 者 二 屡 ス ル モ ノデ ア

ル。,之等ハ先天的髄質異常力保護者 イ養育上 ノ

鋏陥弄基因 シデ襲生 スルモノ多 ク、普通 ノ教育

方法 デ是正 シ得特劉ナル養護教育 ヲ必要 トシナ

イモノガ多イ ト思バレル。

從來、學校教育上乃至衛生上、虚弱見童ナル概

念二包括セラルル1群 ノ健康異常見童二i封シ、
コ

普汎的且ツ漠然タル考慮や彿〉・レオツタノデア

ルガ、科學的研究二至 ツテハ蓼々タル感 ガアル

ノデアル。

盧弱兜童申、精紳「薄弱見二封 シテハ其 ノ智能 ノ

訓練等ニヅキ教育界ニテモ夙二深 ク留意サレ系

統的研究 ノ進歩嚢達 ノ跡 ヲ認ムルガ、身艦盧弱

児童 ノ生活、學習、訓練、養護等二關 シテハ未

ダ眞摯ナル攻究二乏 シク從ツテ科學 的封策 ノ確

立サレタモノガナイ。蓋 シ、虚弱見童 ノ謂 ヒソ

ノモノハ、俗學的概念デアツテ、馨學的二如何

ナル範疇 ノモノガ之二屡スルカ規定 セラレテヰ

ナイノデ、從來 ノ虚弱兇童養護樹策 発亦、概念

的、形式的 ノ談ヲ免 レナイ.肝 油、「カル チ訊ウ

ム」剤等所謂滋養強肚剤 ノ投興、無選繹的ナル

日光浴、甚 シキ'ハ危瞼極 マル人工太陽燈照射 ノ

濫用、榊経質的ナル検温 ノ反覆等、観念的形式

ノ羅列二於テ間鉢 スル所無 イガ慰學的管理 二多
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クノ訣略ヲ見逃 シ得ナイ。

余ハ、結核見童、髄質異常見、環境ニヨル登育

不良、榮養不良見等、之 ヲ科學的嚴密二到別 シ

夫 々適鷹 スル養護封策ヲ樹立 シテ此庭ニハ ジメ

テ虚弱兜童問題ハ勒道 二乗ルモノト信 ズルノデ

ア ル 。

近時、各種 ノ錬 成行事、勤努作業ガ盛 》二課セ

ラレ夫 レニヨツテ身艦増強 ノ積極的数果 ヲ嚢揚

スルガ他面之ニヨル犠牲者 ノ毅生モ考慮セネバ

ナラナイ、此意味二於テモ髄質的不適格見童♪・

健康見童 ヨリ除外 シテ特殊 ノ養護學級又ハ養護

學校 二牧容 シ養護錬成スルコソ緊要デアル。

余 ハ斯 ル見地ニョリ養護學校ハ重貼 ヲ專 ラ學童

結核豫防二指向 シ、「ツ」反鷹陽轄見童及 ビ、身

艘検査ど於テ結核見童 トシテ要注意、要養護 ト

診噺サレタ結核學童ヲ牧容 スベキコ トヲ提唱 シ

タイ、.況ンヤ結核 ノ感染及 ビ嚢病 ノ閣係 ガ病理

解剖學的及 ビ疫墨的二明確ニセ㌻ レタル今 日、

學童結核 ノ嚢病豫防 コソ緊喫ナル現下 ノ急務 デ

アリ、盧弱見童問題 ノ根幹 トシテノ封象領域 デ

ア ル.

松 田'?`']ハス チュアー トガ1937年 萬 翻 小 見科 學會

デ語 ツ タ「プ レベ レ ト リウ ム」野外 學校 等 ノ施 設

ハ殆 ド治 療 的 、 豫 防 的 赦 果 ガナ イ カ ラ感染 源 ノ

無 イ自宅 ノ方 ガ優 レテヰル、比較的感染危瞼 ノ

少ナイ見童ヲ牧容 スル「プレベ レトリウム」夏季

聚落、野外學校等ハ慶止 シテ成人開放性結核 ヲ

牧容 スル機蘭ニスベキデァル ト云 フ説 ヲ引用 シ

來 ツテ我國 ノ盧弱見童 ノ保養所ナルモノハ初感
ぎ

染 ノ子供 ノ保護 ノ揚所 トスルカ、母親二開放性

結核患者 ヲ有 スル乳見ヲ牧容スルヤウ思切 ツテ

實行スル方 ガヨイト結論 シテヰル。又、近藤鋤

ハ結核 ノ登病豫防 ヲ目的 トスル場合、養護 ノ封

象 トナルモノハ主 トシテ初感染學童 デアル、 タ

トへ 艦重ヤ血色ガ少 シ劣ル トモ結核未感染見

童、又ハ既感染見童 ナラ積極的鍛練 ヲ課 スベキ

デアル。腺病質 ト云 フ衛生用語ハ結核病學 ノ見

地 カラ再検討 セネバナラヌト共 二、腺病質 ト云

フ概念ニヨツテ律 セラレテヰタ盧弱見童封策ハ

訂正サ レテ然ルベキモノガアル、艦格ヤ外貌 ト

ハ別個 二「ツベル クリ溜 陽性轄化後間 モナイ生

徒、見童 ヲ圭艦 トシタ養護封策 ガ具現サレネバ

ナラヌ ト信ズル云々 ト論 シテヰルガ、余 モ亦同

感 デアツテ、林聞學校ハ ヨロシク此結核獲病豫

防 ノ目的二副 ヒ活用 スベキデ、漠然 タル虚弱見

童ナル概念 ノ下 二見童 ヲ選抜牧容 シ、形式的行

事 ノ「プ・グ㌻ム」二拘泥 スル コトノ・深 ク戒 メ反

省スベキデアル ト儒 ズル。

第5章 結 論

余 ハ 昭 和18年1月 、 沼 津 市 林 間學 校 盧弱 見 童

,163名 二就 キ、 「ツ」反 鷹 、 赤 沈 反 鷹i、X線 検 査

ヲ圭 トス ル検 診 ヲ施 行 シテ次 ノ結 論 ノ得 タ。

1.「 ツ」反 慮 陽 性率 ハ22.70±3。28%デ 、 沼 津

市 二於 ケ ル他 ノ國民 學校 ハ夫 レ ト比 較 シテ大 ナ

ル差 異 ヲ認 メナ イ。

2.赤 沈 反鷹 成 績 ハ、1時 間 値1-10mmノ 範
ま

園 ヲ示 ス モ ノ被 瞼 全 員 ノ70%強 ヲ占 メ 健 康 學

童 二於 ケ ル成 績 二遜 色 ヲ認 メ ナ ィ.

3.赤 沈1時 間 値 卒 均M±m=10.76±0.684

mmデ 之v亦 、 健 康 見 童 ノ成 績 二比 較 シ デ何 等

ノ促 進 ヲ示 サ ナ イ。

4.X線 上 結 核 病 攣 ヲ 認 メ タ モ ノ8例(4.9%)

デ(初感染浸潤1例 、胸内腺腫脹6例 、肺門周園

浸潤1例 デアル)♂

要之、沼津市林間學校盧弱見童ハ 其 ノη、彊 ハ

結核未感染學童 デアリ、赤沈、X線 検査成績カ

ラ観テモ他 ノ國民學校生徒 ノ夫 レ ト何等 ノ差異

ヲ認 メラレナイ。之 レハ慮弱見童撰定 ノ方法蚊・

ビニ規準 ノ相違二依ル結果 デアツテ
、今後牧容

學童選定 ノ方法、林間學校 ノ経螢 目的二就 イタ

ハ考慮 ヲ要スルモノアリト信 ズル
。

(昭和18年6月16日 腕稿〉

稿 ヲ終ルニ臨 ミ、御指導、卸校閲 ヲ賜 ツタ恩師

鯉沼教授二感謝 ノ意 ヲ表 ス.
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